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小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の 

商
品
化
に
向
け
て 

 
 
 
 
 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催  

  

小
笠
原
村
で
は
、
観
光
振
興
の
基
軸
と
し
て
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、
Ｔ
Ｓ
Ｌ
就
航

に
向
け
た
観
光
客
の
増
加
を
図
る
た
め
に
は
、
タ
ー

ゲ
ッ
ト
の
絞
り
込
み
、
集
客
宣
伝
、
販
売
促
進
戦
略

の
整
理
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
内
地
の
旅
行
業
者
の
方
々

を
講
師
と
し
て
、
小
笠
原
を
売
り
込
む
た
め
の
旅
行

商
品
企
画
等
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
る
予
定
で
す
。 

ま
た
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
村
民
参
加
に
よ

る
テ
ー
マ
別
グ
ル
ー
プ
討
論
を
行
う
予
定
で
す
。 

入
場
無
料
で
す
の
で
、
宿
泊
施
設
や
土
産
品
店
、

飲
食
店
、ガ
イ
ド
な
ど
の
観
光
事
業
者
の
方
の
ほ
か
、

一
般
の
村
民
の
方
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
お
よ
び
会
場
】 

《
父
島
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
》 

 
 
 

11
月
20
日
（木
）
午
後
７
時 

 
 
 
 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

《
父
島
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
》 

 
 
 

11
月
21
日
（金
）
午
後
７
時 

 
 
 
 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

《
母
島
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
》 

 
 
 

11
月
22
日
（土
）
午
後
７
時 

 
 
 
 

母
島
支
所
大
広
間 

【
講
師
（予
定
）】 

○
風
の
旅
行
社 

社
長 

原 

優
二 

○
日
本
旅
行
ト
ム
ソ
ー
ヤ
ク
ラ
ブ 

事
務
局
次
長 

小
山 

重
幸 

○
ジ
ェ
イ
テ
ィ
ー
ビ
ー
東
日
本
仕
入
販
売
部 

地
域
担
当
部
長 

関
森 

俊
明 

○
小
笠
原
海
運 

営
業
部
長 

柏
木 

利
允 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 

２
―
３
１
１
４ 
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小笠原の花・木・鳥・魚 

花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 
鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

ﾀﾞﾑ 貯水率

10/27 現在

父島 

100/100 

母島  

93.8/100 

９月気象状況（父島）

最高気温   32.3℃ 

最低気温   23.2℃ 

平均気温   28.3℃ 

平均湿度   87％ 

月降水量   252mm

住民基本台帳登録者数（10/１） 

            2,379 人 

             父島      母島   

  人口      1,930 人   449 人 

  世帯      1,056     239 

短期滞在者       23 人    16 人 

ＮＯ．４７７ 

平成 15 年(2003) 

11/１(土) 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

村村民民だだよよりり

 
 
 
 
 
 
【選 挙 日 程】 

繰上投票日（母島） １１月 ８日（土）  午前７時から午後８時まで 

投 票 日（父島）  １１月 ９日（日）  午前７時から午後８時まで 

開 票 日          １１月 ９日（日）  午後９時から（即日開票） 
 

【投   票   所】 
《父島》 小笠原村地域福祉センター    
《母島》 母島村民会館 

 

･･･････････････････････････  不 在 者 投 票  ･･･････････････････････････ 
 

  投票日に投票所へ行けない方のために不在者投票制度があります。 
不在者投票所へは投票所入場券を持参してください。 

 
【不在者投票期間】 

《父島》 １１月 ８日（土）まで 
《母島》 １１月 ７日（金）まで 
※母島にお住まいの方が父島で不在者投票をする場合は、７日（金）の午前１０時まで、父島にお住まいの 
方が母島で不在者投票をする場合は、８日（土）の午後６時までとなりますのでご注意ください。 

 
【受付場所・時間】 

《父島》 村役場総務課  午前８時３０分 ～ 午後８時 
《母島》 母 島 支 所  午前８時３０分 ～ 午後６時 
 

●問合せ先 小笠原村選挙管理委員会 ２－３１１１  

１ １ 月 ９ 日 （ 日 ） は 衆 議 院 議 員 選 挙 

最高裁判所裁判官国民審査の投票日です。 

＜ 母 島 は 繰 上 投 票 １ １ 月 ８ 日 （土 ）で す ＞ 
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年
末
調
整
・
帳
簿
類
の
記
帳
の
説
明
会 

 
会
社
や
個
人
で
、給
与
・賃
金
・報
酬
、
利
子
・配
当
、

地
代
・家
賃
な
ど
を
支
払
っ
て
い
る
方
は
、支
払
調
書

や
源
泉
徴
収
票
の
提
出
の
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
給
与
等
の
支
払
者
は
、
さ
ら
に
年
末
調
整

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

個
人
事
業
者
は
帳
簿
を
備
え
、
記
録
し
、
一
定
期 

間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

芝
税
務
署
で
は
、
年
末
調
整
、
帳
簿
類
の
記
帳
の

仕
方
に
つ
い
て
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
対
象
と
な

る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
出
席
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
所
得
税
・
法
人
税
に
つ
い
て
の
ご
質
問
も 

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。 

 

【
母
島
】 

《
内
容
》 

○
源
泉
徴
収
義
務
者
対
象
の
法
定
調
書
の
作
成
、

年
末
調
整
な
ど 

○
事
業
所
得
者
を
対
象
に
し
た
記
帳
指
導
な
ど 

《
日
時
》
11
月
27
日
（木
） 

午
前
８
時
30
分
～
10
時
30
分 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
会
議
室 

 

【
父
島
】 

 

《
内
容
》 

 
 

①
源
泉
徴
収
義
務
者
対
象
の
法
定
調
書
の
作
成
、

年
末
調
整
な
ど 

 
 

②
事
業
所
得
者
を
対
象
に
し
た
記
帳
指
導
な
ど 

《
日
時
》 

11
月
28
日
（金
） 

①
午
前
９
時
30
分
～
正
午 

②
午
後
１
時
30
分
～
午
後
５
時 

《
場
所
》
村
役
場
２
階
会
議
室 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

    

火
葬
場
建
設
説
明
会 

  

村
で
は
、
父
島
火
葬
場
の
老
朽
化
に
伴
い
、
火
葬

場
の
建
替
え
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。 

村
民
の
皆
様
に
火
葬
場
建
設
へ
の
ご
理
解
と
ご
協

力
、
ま
た
、
ご
質
問
や
ご
意
見
を
う
か
が
う
場
と
し

て
、
父
島
火
葬
場
建
設
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。 

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 【
日
時
】
11
月
25
日
（火
）
午
後
７
時
～ 

【
場
所
】
村
役
場
２
階
会
議
室 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

 

村
民
意
見
・提
案
・相
談
受
付
窓
口 

 
今
月
の
村
民
意
見
・
提
案
・
相
談
受
付
窓
口
は
、 

11
月
26
日
（水
）に
開
設
い
た
し
ま
す
。 

 

【
時
間
】
午
前
８
時
～
午
後
５
時
30
分 

（
正
午
～
午
後
１
時
30
分
を
除
く
） 

【
場
所
】
父
島 
村
民
課
、
母
島 

母
島
支
所 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

３
―
２
１
１
１ 

 

ポ
ン
コ
ツ
車
の
島
外
搬
出
は 

11
月
か
ら
事
前
申
込
制
に
な
り
ま
す 

 【
手
続
方
法
】 

す
べ
て
の
自
動
車
、
バ
イ
ク
、
原
付
を
廃
棄
す

る
場
合
は
、
事
前
に
村
役
場
へ
の
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。
車
検
証
、
抹
消
登
録
証
、
標
識
交
付
証

明
書
、廃
棄
証
明
書
（車
体
番
号
な
ど
が
記
載
さ
れ

た
書
類
）な
ど
を
ご
用
意
の
う
え
、村
役
場
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

※
搬
出
日
直
前
に
申
し
込
ま
れ
る
と
、
次
回
の
搬

出
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

※
古
タ
イ
ヤ
だ
け
の
排
出
の
場
合
は
、
従
前
ど
お

り
当
日
直
接
港
に
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

※
エ
ア
コ
ン
付
自
動
車
は
、
搬
出
前
日
ま
で
に
、

郵
便
局
で
自
動
車
フ
ロ
ン
券(

普
通
車
２
，
５
８

０
円)

の
購
入
が
必
要
で
す
。 

【
ポ
ン
コ
ツ
車
と
は
】 

自
動
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
、
原
付
バ
イ
ク
お
よ
び

古
タ
イ
ヤ
で
す
。
村
で
は
ポ
ン
コ
ツ
車
の
島
外
搬

出
を
条
例
で
義
務
付
け
、
共
勝
丸
に
よ
り
搬
出
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。 

【
搬
出
日
程
】 

11
月
中
旬
の
予
定
で
す
。
日
程
は
決
ま
り
し
だ

い
、村
掲
示
板
と
防
災
無
線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

【
タ
イ
ヤ
処
理
料
金
の
一
部
改
定
】 

小
型
バ
ス
・
ト
ラ
ッ
ク
・
ダ
ン
プ
用
タ
イ
ヤ
（
直 

径
70
㎝
を
越
え
る
も
の
。
重
機
用
特
大
タ
イ
ヤ
除

く
）の
料
金
を
改
定
し
ま
す
。
※
11
月
の
搬
出
が

最
後
の
旧
料
金
適
用
と
な
り
ま
す
。 

 

○
新
料
金 

２
千
６
百
円
（
旧 

２
千
円
） 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
環
境
衛
生
係 

  
 

２
│
３
１
１
３ 

母
島
支
所
庶
務
係 

    
 

３
│
２
１
１
１ 

 

父
島
動
物
巡
回
診
療 

 

ペ
ッ
ト
の
健
康
を
維
持
す
る
こ
と
、
む
や
み
な
繁

殖
を
抑
制
し
周
囲
に
迷
惑
を
か
け
な
い
こ
と
は
、
飼

い
主
の
責
任
で
す
。
こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

【
日
程
】
11
月
29
日
（土
）、
30
日
（日
） 

【
場
所
】
島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所 

【
予
約
期
間
】
11
月
４
日
（火
）～
21
日
（金
） 

【
注
意
事
項
】 

○
診
療
は
有
料
で
す
。 

○
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
先
着
順
に
受
け
付
け

ま
す
の
で
、
お
早
め
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

村
民
課
環
境
衛
生
係 

 
 
 

２
―
３
１
１
３ 

シ
ロ
ア
リ
対
策
事
業 

 

シ
ロ
ア
リ
対
策
事
業
を
、次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

被
害
で
お
悩
み
の
方
、
防
蟻
処
理
を
予
定
さ
れ
て
い

る
方
、
家
屋
の
新
築
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

【
事
業
内
容
】 

○
無
料
の
相
談
、
点
検
、
駆
除
作
業 

○
父
島
、
母
島
の
総
合
対
策 

○
有
料
の
防
蟻
処
理 

【
期 

間
】
11
月
13
日
（木
）～
23
日
（日
） 

【
そ
の
他
】 

○
点
検
、
駆
除
作
業
を
伴
う
申
し
込
み
は
、
お
早 

め
に
お
願
い
し
ま
す
。 

○
保
証
を
伴
う
家
屋
の
防
蟻
処
理
に
つ
い
て
は
、 

商
工
会
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

    

村
民
課
環
境
衛
生
係 

 
 
 

２
―
３
１
１
３ 

   

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 
 

小
笠
原
村
商
工
会 

 
 
 
 

２
―
２
６
６
６ 

 

父
島
の
ノ
ヤ
ギ
駆
除 

 

村
で
は
毎
年
父
島
に
お
け
る
農
業
被
害
防
止
の
た

め
、
ノ
ヤ
ギ
駆
除
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
度
も
11
月

か
ら
３
月
ま
で
の
間
、
月
に
２
回
程
度
実
施
し
て
い

き
ま
す
。 

本
駆
除
作
業
は
「
銃
」
に
よ
る
作
業
で
「社
団
法
人 

東
京
都
猟
友
会
小
笠
原
支
部
」の
協
力
に
よ
り
、村
か

ら
の
委
託
業
務
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。 

実
施
日
の
前
日
に
は
、
防
災
無
線
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。 

安
全
に
は
充
分
配
慮
し
て
実
施
し
ま
す
が
、
当
日

の
駆
除
地
域
へ
の
立
入
り
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
ノ
ヤ
ギ
の
被
害
で
お
困
り
の
農
業
者
の
方

は
、
産
業
観
光
課
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

 ●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 
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平
成
16
年
成
人
式 

 
平
成
16
年
成
人
式
は
１
月
２
日
（金
）に
父
島
で
、

３
日
（土
）に
母
島
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。
詳
細
に

つ
い
て
は
、
後
日
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】 

 
 

昭
和
58
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
59
年
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方
。 

①
小
笠
原
村
に
住
民
登
録
し
て
い
る
方 

②
小
笠
原
村
出
身
で
住
民
票
は
他
へ
移
し
て
い
る

が
、
現
在
、
親
が
小
笠
原
村
に
住
ん
で
い
る
方
。 

※
②
に
該
当
し
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ご
連

絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 

２
―
３
１
１
７ 

 

村
長
出
張
報
告 

 

【
出
張
期
間
】
10
月
９
日
～
10
月
19
日 

・
小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
延
長
要
望 

・
小
笠
原
諸
島
返
還
35
周
年
記
念
事
業
打
合
せ 

・
Ｔ
Ｓ
Ｌ
打
合
せ 

・
原
生
自
然
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
出
席 

な
ど 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

              

     

長
谷
ト
ン
ネ
ル
開
通 

 

小
笠
原
支
庁
が
整
備
を
進
め
て
い
た
長
谷
ト
ン

ネ
ル
が
完
成
し
、
11
月
３
日
（月
）
午
前
９
時
に
開

通
し
ま
す
。 

２
日
（日
）に
は
、
開
通
に
先
立
ち
、
長
谷
ト
ン
ネ

ル
完
成
記
念
式
典
並
び
に
祝
賀
会
を
開
催
し
ま
す
。 

 
 

こ
の
た
め
、
小
曲
側
入
口
付
近
で
は
、
式
典
開
催
中

に
片
側
交
互
通
行
の
交
通
規
制
を
行
い
ま
す
。 

村
民
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

な
お
、「
長
谷
ト
ン
ネ
ル
」は
急
勾
配
の
た
め
、
20

キ
ロ
の
速
度
規
制
と
な
り
ま
す
の
で
、
制
限
速
度
を

守
っ
て
通
行
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

式
典
・
祝
賀
会 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
道
路
河
川
係 

２
―
２
１
２
３ 

村
役
場
総
務
課
総
務
係 

  
２
―
３
１
１
１ 

交
通
規
制 

小
笠
原
警
察
署 

 
 
 
 

２
―
２
１
１
０ 

 

講 

演 

会 
 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
講
演
会
を
開
催

い
た
し
ま
す
。 

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

【
日
時
】
11
月
４
日
（火
）
午
後
７
時
～ 

【
内
容
】
ア
カ
ギ
の
駆
除 

【
講
師
】
田
中 

信
行
（
森
林
総
合
研
究
所
） 

【
主
催
】
小
笠
原
野
生
生
物
研
究
会 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
公
園
係 

 

２
―
２
１
２
３ 

二
見
港
物
揚
場
改
修
工
事 

 

小
笠
原
支
庁
港
湾
課
で
は
、
物
揚
場
港
内
の
静
穏

度
の
向
上
と
護
岸
補
強
の
た
め
、
改
修
工
事
を
行
い

ま
す
。
工
事
期
間
中
は
、
駐
車
等
の
利
用
を
一
部
制

限
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
期
間
】
11
月
11
日
～
平
成
16
年
３
月
29
日 

 

※
完
成
は
平
成
17
年
度
の
予
定
で
す
。 

              

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
港
湾
課
２
―
２
０
１
５ 

 

母
島
巡
回
労
働
相
談 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、
11
月
の
「母

島
巡
回
労
働
相
談
」の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
日
時
】
11
月
４
日
（火
）
午
後
５
時
～
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
賃
金
、
解
雇
等
） 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
等
） 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
等
） 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
等
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

東
京
都
宿
泊
施
設
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化 

支
援
事
業
補
助
金
の
追
加
募
集 

 

東
京
都
で
は
標
記
事
業
の
追
加
募
集
を
行
い
ま
す
。 

【
申
請
期
限
】
12
月
12
日
（金
） 

※
申
請
受
付
後
、
順
次
交
付
決
定
を
行
い
ま
す
の

で
、
予
定
総
額
に
達
し
た
場
合
は
、
申
請
期
限

前
で
あ
っ
て
も
受
付
を
終
了
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。（
受
付
を
期
限
前
に
終
了
す
る
場
合
は
、

産
業
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。） 

【
そ
の
他
】 

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
募
集
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

お
よ
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ご
不

明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
遠
慮
な
く
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

東
京
都
産
業
労
働
局 

観
光
部
振
興
課
地
域
振
興
係 

  

０
３
―
５
３
２
０
―
４
７
２
６ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://w
w
w
.sangyo-rodo.m

etro.tokyo.jp/ 

 

小
笠
原
中
学
校
舞
台
発
表
会 

  

小
笠
原
中
学
校
で
は
、
日
頃
の
学
習
活
動
の
発
表

の
場
と
し
て
舞
台
発
表
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
今

年
も
生
徒
が
中
心
と
な
っ
て
の
ク
ラ
ス
劇
や
合
唱
、

全
校
吹
奏
楽
や
意
見
発
表
会
を
ご
覧
い
た
だ
く
予
定

で
す
。 

 

多
く
の
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

【
日
時
】
11
月
15
日
（土
） 

午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分
頃 

【
場
所
】
小
笠
原
小
・
中
学
校
体
育
館 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
中
学
校 

 

２
―
２
５
０
２ 

  

勤労感謝の日 

（ 11月23日 ） 
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母
島
小
中
学
校
学
芸
会 

  

児
童
・
生
徒
が
一
所
懸
命
に
が
ん
ば
っ
た
成
果
を

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
11
月
２
日
（日
）
午
前
９
時
～
午
後
３
時 

【
場
所
】
母
島
小
中
学
校
体
育
館 

 

●
問
合
せ
先 

母
島
小
学
校 

 
 

３
―
２
１
８
１ 

 
 
 
 
 
 

母
島
中
学
校 

 
 

３
―
２
１
８
２ 

 

硬
式
テ
ニ
ス
（中
級
）公
開
講
座 

 

【
講 

師
】
光
安 

信
二
郎
、 

佐
藤 

貴 

【
実
施
日
】 

11
月
18
日
（火
）、
21
日
（金
）、
25
日
（火
）、

28
日
（金
）、
12
月
２
日
（火
）、
５
日
（金
）、 

９    

日
（火
）
の
計
７
回 

【
時 

間
】 

午
後
６
時
～
８
時
（
最
終
日
の
み
９
時
ま
で
） 

【
募
集
人
数
】
10
名
（
中
級
者
の
み
） 

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。 

【
受 

講 

料
】
千
５
百
円 

【
申
込
期
間
】
11
月
４
日
（火
）～
７
日
（金
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

午
前
９
時
～
午
後
４
時 

【
そ
の
他
】 

 

○
申
し
込
み
は
電
話
で
お
願
い
し
ま
す
。 

 

 

○
受
講
さ
れ
る
方
に
は
ス
ポ
ー
ツ
保
険
に
加
入
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。（
保
険
料
５
６
３
円
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

 
 

小
笠
原
高
校 

 
 
 
 
 
 

２
―
２
３
４
６ 

 

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催
（父
島
） 

 

【
日
時
】
11
月
23
日
（日
）
午
後
１
時
～ 

 

※
通
常
よ
り
１
時
間
遅
い
開
始
と
な
り
ま
す
。 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

 

●
問
合
せ
先 

 

千
葉 

 
 
 
 

２
―
２
６
２
８ 

 
 
 
 
 
 
 

永
合 

 
 
 
 

２
―
３
０
０
５ 

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

  

東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
が
開
催

さ
れ
ま
す
。 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
※
予
約
が
必
要
で
す
。 

【
相
談
内
容
・時
間
】 

 
 

無
料
一
般
相
談
（
１
コ
マ
40
分
以
内
） 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
11
月
20
日
（木
）
午
後
７
時
～
９
時 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
小
会
議
室 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
11
月
21
日
（金
）
午
後
３
時
～
５
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

【
予
約
受
付
時
間
】 

 
 

月
～
金
曜
日 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時 

（
祝
日
お
よ
び
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
） 

【
主
催
】 

 
 

東
京
弁
護
士
会 

 
 

第
一
東
京
弁
護
士
会 

 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

０
３
―
３
５
８
１
―
１
５
１
１ 
 

は
は
じ
ま
丸
冬
季
ダ
イ
ヤ 

 

は
は
じ
ま
丸
は
次
の
期
間
中
、
一
部
の
便
を
冬
季 

ダ
イ
ヤ
で
運
行
し
ま
す
。 

【
期
間
】
11
月
２
日
～
平
成
16
年
１
月
９
日 

（
12
月
28
日
～
１
月
５
日
を
除
く
） 

【
冬
季
ダ
イ
ヤ
】 

 

お
が
さ
わ
ら
丸
父
島
入
港
日
の
翌
日 

 
 

母
島
発 

午
前
11
時
30
分
（
通
常 

正
午
発
） 

 

●
問
合
せ
先 

伊
豆
諸
島
開
発
（株
） 

 
 
 
 
 
 
 

父
島
代
理
店 

 

２
―
２
１
１
１ 

 
 
 
 
 
 
 

母
島
代
理
店 

 

３
―
２
３
３
１ 

小
笠
原
諸
島
返
還
35
周
年 

 
 
 
 

記
念
事
業
の
お
知
ら
せ 

 

「ぐ
る
っ
と
は
は
じ
ま
」 

は
は
じ
ま
丸
で
母
島
を
一
周
し
よ
う
！  

 

母
島
の
ガ
イ
ド
が
、
普
段
は
見
ら
れ
な
い
島
の
東

側
な
ど
を
ご
案
内
し
ま
す
。 

【
日
時
】
11
月
８
日
（土
）
午
前
７
時
45
分
集
合 

【
場
所
】
母
島
沖
港 

は
は
じ
ま
丸
タ
ラ
ッ
プ
下 

【
行
程
】
午
前
８
時
出
港
～ 

10
時
30
分
帰
港
・
解
散 

【
募
集
人
数
】
島
民
80
名
、
観
光
客
20
名 

【
参 

加 

費
】
２
百
円
（保
険
代
） 

【
受
付
期
間
】
11
月
１
日
（土
）～
６
日
（木
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

母
島
観
光
協
会 

 
 
 
 
 

３
―
２
３
０
０ 

 

小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
セ
ミ
ナ
ー 

「島
の
魅
力
再
発
見
」
― 

島
の
宝
探
し 

― 
 

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
っ
て
何
だ
ろ
う
？ 

島
の
魅
力
っ
て

何
だ
ろ
う
？
専
門
家
と
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。 

【
日
程
】
母
島 

12
月
４
日
（木
） 

父
島 

12
月
５
日
（金
） 

【
講
師
】 

海
津 

ゆ
り
え
（
日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
） 

【
そ
の
他
】 

○
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。 

○
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
委
員
会 

２
―
３
２
１
５ 

 
 

母
島
観
光
協
会 

 
 
 
 
 

３
―
２
３
０
０ 

  

日
本
赤
十
字
社
社
費
の
お
礼 

 

５
月
に
実
施
い
た
し
ま
し
た
日
本
赤
十
字
社
の

社
費
募
集
に
つ
き
ま
し
て
、
多
大
な
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ご
報
告
方
々
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

日
本
赤
十
字
社 

      

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診 

 
 

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
に
通
知
し
ま
す
。 

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

事
前
に
電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
３
、
４
か
月
、
６
か
月
、
９
か
月
、 

１
歳
６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

【
母
島
】 

《
日
時
》
11
月
13
日
（木
）
午
後
３
時
～
４
時 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

【
父
島
】 

《
日
時
》
11
月
20
日
（木
）
午
後
２
時
～
４
時 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階 

 

●
問
合
せ
先 

健
康
福
祉
課 

 
 

２
―
３
９
３
９ 

 

定
期
予
防
接
種
の
日
時
変
更
（父
島
） 

 

11
月
６
日
（木
）に
予
定
し
て
い
た
父
島
の
定
期

予
防
接
種
を
11
月
13
日
（木
）に
変
更
し
ま
す
。 

※
母
島
に
つ
い
て
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。 

【
日
時
】
11
月
13
日
（木
）午
後
３
時
30
分
～
４
時 

【
場
所
】
小
笠
原
村
診
療
所 

【
接
種
項
目
】 

三
種
混
合
、
風
疹
、
麻
疹
、
日
本
脳
炎 

 

●
問
合
せ
先 

健
康
福
祉
課 

 
 

２
―
３
９
３
９ 
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小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ 

 
 
 
 

協
会(

Ｏ
Ｗ
Ａ)

の
コ
ー
ナ
ー 

 

小
笠
原
の
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ 

パ
ー
ト
６ 

「
水
深
計
を
探
し
て
い
ま
す
」 

  

Ｏ
Ｗ
Ａ
で
は
、
小
笠
原
の
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
の
主
役
の
ひ
と
つ
で
あ
る
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
の
生

態
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
ク
ジ
ラ

の
生
態
を
知
る
と
同
時
に
、
そ
の
生
態
に
配
慮
し
た

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
た
め
で
す
。 

10
月
に
は
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
が
ど
ん
な
１
日
を

過
ご
し
て
い
る
の
か
を
知
る
た
め
に
、
東
京
大
学
海

洋
研
究
所
の
天
野
雅
男
博
士
ら
と
共
同
し
て
、
そ
の

潜
水
行
動
を
調
べ
ま
し
た
。
こ
の
調
査
は
今
年
で
３

年
目
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
に
４
個
体
の
マ
ッ
コ
ウ
ク

ジ
ラ
に
水
深
計
を
取
り
付
け
ま
し
た
。 

小
笠
原
の
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
は
１
３
０
０
ｍ
（ほ
ぼ

海
底
近
く
）
ま
で
潜
る
こ
と
や
、
深
く
潜
る
時
間
帯

と
あ
ま
り
潜
ら
ず
海
面
近
く
に
い
る
時
間
帯
が
あ
る

こ
と
、１
日
の
多
く
の
時
間
を 

餌
を
食
べ
る
た
め
と

推
測
さ
れ
る
潜
水
に
費
や
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
明

ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

今
年
は
、
10
月
８
日
、
11
日
、
14
日
に
そ
れ
ぞ

れ
１
個
体
ず
つ
水
深
計
の
装
着
に
成
功
し
ま
し
た
。

こ
の
水
深
計
は
吸
盤
で
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
に
取
り
付

け
る
た
め
、
ク
ジ
ラ
を
傷
つ
け
る
こ
と
な
く
観
測
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
吸
盤
で
の
取
り
付

け
な
の
で
、水
深
計
は
数
時
間
か
ら
数
日
で
は
が
れ
、

海
上
に
浮
か
ん
で
位
置
を
発
信
す
る
よ
う
に
な
っ
て

お
り
、
そ
れ
を
回
収
し
て
デ
ー
タ
を
得
ま
す
。 

11
日
と
14
日
に
取
り
付
け
た
水
深
計
は
無
事
回

収
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
８
日
に
取
り
付
け

た
水
深
計
が
行
方
不
明
に
な
っ
て
い
ま
す
。
黄
色
の

本
体
に
黒
い
吸
盤
が
目
印
な
の
で
、
も
し
皆
さ
ん
が

海
に
漂
っ
て
い
る
と
こ
ろ
や
海
岸
に
打
ち
上
げ
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
を
見
つ
け
た
ら
、
回
収
と
Ｏ
Ｗ
Ａ
へ

の
連
絡
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
粗
品
を
謹
呈

い
た
し
ま
す
。 

            

◎
第
23
回
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
養
成
講
座
（
勉
強
会
） 

 

ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
調
査
速
報 

 

Ｏ
Ｗ
Ａ
で
は
、
イ
ル
カ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
イ
ン 

タ
ー
プ
リ
タ
ー
や
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
を
目
指
す
人

を
中
心
に
、
今
年
６
月
か
ら
ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル

カ
の
調
査
チ
ー
ム
を
発
足
し
、
以
前
に
も
増
し
て
精

力
的
に
イ
ル
カ
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

今
回
は
、
こ
の
夏
の
調
査
結
果
を
基
に
、
小
笠
原

の
ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま

す
。 

【
日
時
】
11
月
29
日
（土
）
午
後
７
時
～
９
時 

【
場
所
】
小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

 

２
―
３
２
１
５ 

 

小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム 

推
進
委
員
会
の
コ
ー
ナ
ー 

 

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
す
す
め
パ
ー
ト
29 

「
１
６
０
億
円
の
自
然
再
生
公
共
事
業 

～
自
然
再
生
推
進
法
～
」 

 
 

昨
年
12
月
に
自
然
再
生
推
進
法
と
い
う
法
律
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
主
に
人
の
影
響
に
よ
っ
て
変

化
し
た
湿
地
、
干
潟
、
河
川
、
森
林
な
ど
を
元
の
自

然
の
状
態
に
戻
す
こ
と
を
推
進
す
る
法
律
で
す
。 

今
年
度
、
環
境
省
が
要
望
し
て
い
る
自
然
再
生
事

業
に
関
係
し
た
予
算
は
１
６
０
億
円
。
固
有
動
植
物

の
保
全
や
聟
島
列
島
、
南
島
な
ど
の
荒
廃
問
題
を
抱

え
て
い
る
小
笠
原
に
と
っ
て
大
変
重
要
な
法
律
で
す
。 

こ
の
法
律
に
は
３
つ
の
基
本
方
針
が
あ
り
ま
す
。 

 

①
地
域
に
固
有
の
生
物
多
様
性
の
確
保 

②
地
域
の
多
様
な
主
体
（地
元
住
民
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、

専
門
家
、
行
政
な
ど
）の
参
加
・
連
携 

③
科
学
的
知
見
に
基
づ
く
順
応
的
な
実
施 
 

要
す
る
に
こ
の
法
律
は
、「
地
域
の
固
有
な
自
然

を
再
生
す
る
た
め
に
、
地
元
住
民
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、

専
門
家
、
行
政
な
ど
が
一
致
団
結
し
、
科
学
的
な
知

見
を
基
に
し
て
自
然
再
生
事
業
を
す
る
」
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
地
元
住
民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
で
も
公
共
事
業
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
が
可
能
に

な
り
、
従
来
に
な
い
公
共
事
業
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て

注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。 

一
方
、「
公
共
事
業
の
差
し
替
え
だ
！
」
と
い
う

批
判
や
土
木
建
築
業
者
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
立
ち
上
げ

て
し
ま
う
と
い
っ
た
問
題
も
あ
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
委
員
会
事
務
局 

（
小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
協
会
内
） 

３
―
３
２
１
５  

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
29 

 

～
ウ
ミ
ガ
メ
シ
ー
ズ
ン
を
振
り
返
っ
て
～ 

  
今
シ
ー
ズ
ン
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
ア
オ
ウ
ミ
ガ

メ
を
皆
さ
ん
に
よ
り
詳
し
く
知
っ
て
い
た
だ
く
試
み

と
し
て
、
次
の
「３
つ
の
会
」を
行
い
ま
し
た
。 

 

① 

産
卵
シ
ー
ズ
ン
の
「ナ
イ
ト
レ
ク
チ
ャ
ー
」 

② 

大
村
海
岸
に
お
け
る
稚
ガ
メ
の
迷
走
防
止
の
た

め
の
「深
夜
パ
ト
ロ
ー
ル
説
明
会
」 

③ 

宮
之
浜
で
の
「稚
ガ
メ
の
放
流
会
」 

 

「ナ
イ
ト
レ
ク
チ
ャ
ー
」で
は
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
の

産
卵
場
を
み
な
さ
ん
に
開
放
し
、
産
卵
観
察
を
行
い

ま
し
た
。
６
／
１
～
８
／
24
の
間
、
産
卵
場
内
で
の

産
卵
観
察
率
は
、
６
月
68
％
、
７
月
54
％
、
８
月

７
％
で
あ
り
、
産
卵
観
察
は
38
回
、
延
べ
３
２
２
人

（島
民
35
人
）の
方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
新
た
な
試
み
と
し
て
、
「深
夜
パ
ト
ロ
ー
ル

説
明
会
」を
大
村
海
岸
で
行
い
ま
し
た
。こ
の
海
岸
で

は
稚
ガ
メ
の
迷
走
を
防
止
す
る
た
め
に
、
卵
を
海
洋

セ
ン
タ
ー
の
施
設
内
へ
移
植
し
て
い
ま
す
。 

今
年
は
９
つ
の
産
卵
巣
の
卵
を
移
植
し
、
こ
れ
ら

の
卵
か
ら
孵
化
し
た
稚
ガ
メ
を
宮
之
浜
で
の
「稚
ガ

メ
放
流
会
」で
放
流
し
ま
し
た
。 

こ
の
「深
夜
パ
ト
ロ
ー
ル
説
明
会
」は
夜
８
時
か
ら

午
前
０
時
の
遅
い
時
間
帯
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く

の
方
々
が
集
ま
り
ま
し
た
。 

海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
１
シ
ー
ズ
ン
お
よ
そ
10
頭

の
親
ガ
メ
か
ら
「
採
卵
」
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
卵
か
ら
無
事
ふ
化
し
た
稚
ガ
メ
約
３
０
０
頭
は
施

設
内
で
飼
育
し
、
そ
れ
以
外
は
宮
之
浜
で
放
流
し
て

い
ま
す
。 

「稚
ガ
メ
の
放
流
会
」は
、
７
／
16
～
９
／
26
の

間
に
26
回
、
放
流
し
た
稚
ガ
メ
は
延
べ
２
７
０
０
頭
、

延
べ
５
９
０
名
（１
回
平
均
22
名
）の
方
々
が
参
加
さ

れ
稚
ガ
メ
を
放
流
し
ま
し
た
。 

こ
の
会
に
参
加
さ
れ
た
方
々
は
、
放
流
す
る
稚
ガ

メ
が
、
光
に
集
ま
る
昆
虫
の
よ
う
に
、
明
る
い
と
こ

ろ
へ
向
か
っ
て
い
く
性
質
が
あ
る
事
や
、
重
さ
25
ｇ

の
子
ガ
メ
が
約
４
千
倍
の
１
０
０
㎏
に
育
つ
な
ど
の

話
に
強
い
関
心
を
示
し
、
熱
心
に
説
明
を
聞
い
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。 

今
シ
ー
ズ
ン
行
っ
た
、
「３
つ
の
会
」
に
参
加
さ
れ

た
皆
さ
ん
が
、
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
事
を
よ
り
身
近
に

感
じ
て
い
た
だ
け
た
か
と
考
え
て
い
ま
す
。 

現
在
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
ア

オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
調
査
記
録
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。
こ

の
調
査
で
わ
か
っ
た
こ
と
を
、
さ
ら
に
分
か
り
や
す

く
み
な
さ
ん
に
お
伝
え
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

（
日
本
ウ
ミ
ガ
メ
協
議
会
）
２
―
２
８
３
０ 

 行方不明になっている水深計 

約 25ｃｍ 



入港日 パスポート交付（母島）

母島一周ツアー 小笠原中学校舞台発表会

「ぐるっとははじま」申込期間（～6） 高校図書館開放

小笠原協会ツアー（～4） 出港日

高校図書館開放

母島住民健診（～3） インフルエンザ任意予防接種（～21）

長谷トンネル完成記念式典

母島小中学校学芸会 小笠原高校テニス公開講座

ははじま丸冬季ダイヤ（～1/9） （21,25,28, 12/2,5,9）

長谷トンネル開通

高校図書館開放

出港日

父島動物巡回診療予約期間（～21） 入港日

母島巡回労働相談 エコツーリズム商品化シンポジウム（父島）

ビジターセンター講演会「アカギの駆除」 乳幼児健診・歯科健診（父島）

小笠原高校テニス公開講座申込期間（～7） 東京三弁護士会による法律相談（母島）

父島住民健診（～8） エコツーリズム商品化ワークショップ（父島）

高校図書館開放 東京三弁護士会による法律相談（父島）

観光船にっぽん丸入港（～22）

定期予防接種（母島）

エコツーリズム商品化シンポジウム

入港日 ・ワークショップ（母島）

衆議院議員選挙・最高裁判所裁判官 高校図書館開放

国民審査 母島不在者投票最終日

衆議院議員選挙・最高裁判所裁判官 出港日

国民審査 母島繰上投票日 フリーマーケット（父島）

　　　　同選挙・国民審査

父島不在者投票最終日

母島一周ツアー「ぐるっとははじま」

父島火葬場説明会

衆議院議員選挙・

最高裁判所裁判官国民審査 投票日 入港日

小笠原高校文化祭（ビーデ祭） 村民意見・提案・相談窓口開設

出港日 高校図書館開放

二見港物揚場改修工事（～3/29） 年末調整・帳簿類記帳説明会（母島）

高校図書館開放 年末調整・帳簿類記帳説明会（父島）

入港日 出港日

乳幼児健診・歯科健診（母島） 父島動物巡回診療（～30）

定期予防接種（父島） インタープリター養成講座

シロアリ対策事業（～23） 高校図書館開放

パスポート交付（父島）

小笠原高校公開授業

29 土

3 月

25 火

8 土

4 火

1 土

2 日

15 土

17 月

日付 曜日 行　事　予　定 行　事　予　定日付 曜日

14 金

5 水

6 木

10 月

日23

24 月

日9

27

28

木

金

30 日

13 木

12 水

16 日

20 木

19 水

火18

21 金

11 火

7 金
22 土

26 水

勤労感謝の日

文化の日

振替休日


